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葉
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授
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二
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〇
年
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〇
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一
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二
〇
〇
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年

四
月

一
日

千
葉
大
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人
文
社
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科
学
研
究
科
教
授
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置
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二
〇
〇
九
年

四
月

一
日
―
二
〇
一
一
年
三
月
三
一
日

千
葉
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
科
長

二
〇
一
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年

四
月

一
日

千
葉
大
学
法
政
経
学
部
教
授
に
配
置
換

二
〇
一
七
年

四
月

一
日

千
葉
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
院
教
授
に
配
置
換

二
〇
二
五
年

三
月
三
一
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よ
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二
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二
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年
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一
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石
田

憲
先
生

主
要
著
作
目
録

Ⅰ

著

書

日
本
語

石
田
憲
『
地
中
海
新
ロ
ー
マ
帝
国
へ
の
道
―
―
フ
ァ
シ
ス
ト
・
イ
タ

リ
ア
の
対
外
政
策

一
九
三
五
―
三
九
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九
四
年
。

下
斗
米
伸
夫
、
五
百
旗
頭
真
編
『
二
十
世
紀
世
界
の
誕
生
』（「
二
人

の
駐
英
大
使
―
―
吉
田
茂
と
デ
ィ
ー
ノ
・
グ
ラ
ン
デ
ィ
」）
情

報
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
。

小
林
正
弥
編
『
丸
山
眞
男
論
―
―
主
体
的
作
為
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
市

民
社
会
』（
第
四
章
「
丸
山
眞
男
と
レ
ン
ツ
ォ
・
デ
・
フ
ェ

リ
ー
チ
ェ
―
―
二
つ
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
」）
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
三
年
。

石
田
憲
編
著
『
膨
張
す
る
帝
国

拡
散
す
る
帝
国
―
―
第
二
次
世
界

大
戦
に
向
か
う
日
英
と
ア
ジ
ア
』（
第
三
章
「
帝
国
と
介
入
―

―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
国
際
金
融
政

策
」「
は
じ
め
に
」「
お
わ
り
に
」）
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇

〇
七
年
。

工
藤
章
、
田
嶋
信
雄
編
『
日
独
関
係
史
一
八
九
〇
―
一
九
四
五

Ⅱ

枢
軸
形
成
の
多
元
的
力
学
』（
第
三
章
「
同
床
異
夢
の
枢
軸
形

成
―
―
一
九
三
七
年
の
イ
タ
リ
ア
を
中
心
に
」）
東
京
大
学
出

版
会
、
二
〇
〇
八
年
。

記
録
集
編
集
委
員
会
編
『
南
京
事
件
７０
周
年
―
―
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
記
録
』（「
日
伊
両
国
に
お
け
る
戦
争
犯
罪
―
―
３
つ
の
歴

史
的
比
較
の
視
座
」）
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
九
年
。

石
田
憲
『
敗
戦
か
ら
憲
法
へ
―
―
日
独
伊

憲
法
制
定
の
比
較
政
治

史
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
。

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『「
韓
国
併
合
」
一
〇
〇
年
を
問
う

二

〇
一
〇
年
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』（「
イ
タ
リ
ア
の
ア
フ
リ
カ
に

お
け
る
植
民
地
と
の
比
較
か
ら
」）
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
。

石
田
憲
『
フ
ァ
シ
ス
ト
の
戦
争
―
―
世
界
史
的
文
脈
で
読
む
エ
チ
オ

ピ
ア
戦
争
』
千
倉
書
房
、
二
〇
一
一
年
。

石
田
憲
『
日
独
伊
三
国
同
盟
の
起
源
―
―
イ
タ
リ
ア
・
日
本
か
ら
見

た
枢
軸
外
交
』
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
二
〇
一
三
年
。

趙
景
達
、
原
田
敬
一
、
村
田
雄
二
郎
、
安
田
常
雄
編
『
講
座

東
ア

ジ
ア
の
知
識
人

第
５
巻
―
―
さ
ま
ざ
ま
な
戦
後

日
本
敗

戦
〜
一
九
五
〇
年
代
』（「
丸
山
眞
男
―
―
イ
タ
リ
ア
と
の
比
較

に
見
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
像
」）
有
志
舎
、
二
〇

一
四
年
。

高
橋
進
、
村
上
義
和
編
著
『
イ
タ
リ
ア
の
歴
史
を
知
る
た
め
の
５０

章
』（「
エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
、
ス
ペ
イ
ン
内
戦
介
入
か
ら
第
二
次

世
界
大
戦
へ
―
―
フ
ァ
シ
ス
ト
・
イ
タ
リ
ア
の
黄
昏
」）
明
石
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書
店
、
二
〇
一
七
年
。

石
田
憲
『
戦
後
憲
法
を
作
っ
た
人
々
―
―
日
本
と
イ
タ
リ
ア
に
お
け

る
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
民
主
主
義
』
有
志
舎
、
二
〇
一
九
年
。

金
澤
周
作
監
修
、
藤
井
崇
他
編
著
『
論
点
・
西
洋
史
学
』（
Ⅴ
―
１１

「
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
」）
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
二
〇
年
。

五
十
嵐
誠
一
、
酒
井
啓
子
編
『
グ
ロ
ー
バ
ル
関
係
学
７

ロ
ー
カ
ル

と
世
界
を
結
ぶ
』（「
地
中
海
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
植
民
地

―
―
ド
デ
カ
ネ
ス
諸
島
を
め
ぐ
る
新
た
な
帝
国
主
義
と
抵
抗
運

動
の
グ
ロ
ー
カ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」）
岩
波
書
店
、
二
〇
二

〇
年
。

永
原
陽
子
、
吉
澤
誠
一
郎
責
任
編
集
『
岩
波
講
座

世
界
歴
史

２０

二
つ
の
大
戦
と
帝
国
主
義
Ⅰ

２０
世
紀
前
半
』（「
フ
ァ
シ
ス
ト

の
帝
国
―
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
植
民
地
と
し
て
の
ド
デ
カ
ネ

ス
」）
岩
波
書
店
、
二
〇
二
二
年
。

桑
名
映
子
編
『
文
化
外
交
の
世
界
』（「
フ
ァ
シ
ス
ト
新
外
交
の
展
開

―
―
一
九
二
一
〜
三
五
年
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
の
対
外
文
化
政

策
」）
山
川
出
版
社
、
二
〇
二
三
年
。

石
田
憲
『
戦
争
を
越
え
る
民
主
主
義
―
―
日
本
・
イ
タ
リ
ア
に
お
け

る
運
動
と
熟
議
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
有
志
舎
、
二
〇
二
四
年
。

英
語

“
T
he
Germ

an-Japanese-Italian
A
xis
as
Seen

from
Fascist

Italy.”
Ed.by

K
udo

A
kira,T

ajim
a
N
obuo

and
Erich

Pauer.
Japan

and
Germ

any:
T
w
o
Latecom

ers
to

the
W
orld

Stage,１８９０

―１９４５.
V
ol.II:T

he
Pluralistic

D
ynam

ic
of
the
Form

ation
of
the
A
xis .Folkestone:

GlobalO
rientalLtd, ２００９.

Japan,
Italy

and
the

Road
to
the

T
ripartite

A
lliance.

London:Palgrave
M
acm
illan, ２０１８.

イ
タ
リ
ア
語

“
Ilproblem

a
deicrim

inidiguerra
in
Giappone

e
in
Italia.

T
re
punti

di
vista

com
parati.”

A
cura

di
Giovanni

Contini,Filippo
Focardie

M
arta

Petricioli. M
em
oria

e
rim
ozione:

I
crim

ini
di
guerra

del
Giappone

e
dell’Italia .Rom

a:V
iella,２０１０.

Ⅱ

論
文
（
研
究
ノ
ー
ト
を
含
む
）

日
本
語

「
フ
ァ
シ
ス
ト
の
戦
争
―
―
イ
タ
リ
ア
側
か
ら
見
た
エ
チ
オ
ピ
ア
戦

争
」『
法
学
雑
誌
』（
大
阪
市
立
大
学
）（
一
）：

第
四
〇
巻
、
第

四
号
、（
二
）：

第
四
一
巻
、
第
一
号
、
一
九
九
四
年
。

「
幻
の
国
際
義
勇
軍
―
―
エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
再
考
」『
千
葉
大
学
法

学
論
集
』
第
一
三
巻
、
第
一
号
、
一
九
九
八
年
。

「
日
本
か
ら
見
た
国
連
改
革
論
の
三
潮
流
」（
研
究
ノ
ー
ト
）『
千
葉

大
学
法
学
論
集
』
第
一
二
巻
、
第
三
号
、
一
九
九
八
年
。

「
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
戦
争
の
記
憶
」（
研
究
ノ
ー
ト
）『
千
葉
大
学

石田 憲先生 主要著作目録
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法
学
論
集
』
第
一
七
巻
、
第
四
号
、
二
〇
〇
三
年
。

「
日
伊
外
務
省
と
反
共
主
義
的
国
際
観
―
―
三
国
同
盟
の
起
源
を
め

ぐ
っ
て
」『
千
葉
大
学
法
学
論
集
』
第
一
八
巻
、
第
一
号
、
二

〇
〇
三
年
。

「
敗
戦
と
憲
法
―
―
日
独
伊
三
国
に
お
け
る
憲
法
制
定
の
比
較

（
一
）」『
千
葉
大
学
法
学
論
集
』
第
一
九
巻
、
第
二
号
、
二
〇

〇
四
年
。

「
敗
戦
と
憲
法
―
―
日
独
伊
三
国
に
お
け
る
憲
法
制
定
の
比
較

（
二
）」『
千
葉
大
学
法
学
論
集
』
第
一
九
巻
、
第
三
号
、
二
〇

〇
四
年
。

「
イ
タ
リ
ア
版
劇
場
政
治
―
―
ベ
ル
ル
ス
コ
ー
ニ
前
首
相
の
対
外

「
失
言
」
録
に
見
る
メ
デ
ィ
ア
・
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」『
法
学
雑

誌
』（
大
阪
市
立
大
学
）
第
五
四
巻
、
第
二
号
、
二
〇
〇
七
年
。

「
文
学
か
ら
見
た
戦
争
―
―
エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
と
日
中
戦
争
を
め

ぐ
っ
て
」『
千
葉
大
学
法
学
論
集
』
第
二
五
巻
、
第
一
号
、
二

〇
一
〇
年
。

「
憲
法
を
作
っ
た
人
び
と
―
―
高
野
岩
三
郎
を
中
心
と
し
て
」『
千

葉
大
学
法
学
論
集
』
第
二
九
巻
、
第
一
・
二
号
、
二
〇
一
四
年
。

「
民
主
共
和
国
へ
の
孤
独
な
伴
走
者
―
―
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
テ
ッ
ラ

チ
ー
ニ
と
憲
法
の
系
譜
」『
千
葉
大
学
法
学
論
集
』
第
三
〇
巻
、

第
一
・
二
号
、
二
〇
一
五
年
。

「
思
想
の
言
葉
」、「
帝
国
を
め
ぐ
る
「
文
化
外
交
」
―
―
伊
英
関
係

に
お
け
る
マ
ル
タ
言
語
問
題
」『
思
想
』
一
一
〇
七
号
（
二
〇

一
六
年
七
月
号
）。

「
パ
ル
チ
ザ
ン
の
共
和
国
―
―
イ
タ
リ
ア
戦
後
民
主
主
義
へ
の
道

程
」『
千
葉
大
学
法
学
論
集
』
第
三
六
巻
、
第
三
・
四
号
、
二

〇
二
二
年
。

英
語

“
M
ussolini

and
D
iplom

ats
in
the

Ethiopian
W
ar:
T
he

Foreign
Policy

D
ecision-M

aking
Process

in
Fascist

Italy.”

『
法
学
雑
誌
』（
大
阪
市
立
大
学
）
第
四
二
巻
、
第
四

号
、
一
九
九
六
年
。

“
Racism

s
com
pared:FascistItaly

and
ultra-nationalistJa-

pan.”
Journal

of
M
odern

Italian
Studies,vol.７,no.

３

（autum
n２００２

）.
“
T
he
Conservative

Politics
from

the
H
istorical

Perspec-
tive

of
the

Japanese
Constitution.”

Lecture
Series

Proceedings:
Special

Project
for

the
２０th

A
nni-

versary
of
Gw
angju

Biennale,
Sw
eet

D
ew
-since

１９８０

（M
arch

２０１４

―O
ctober

２０１４

）,Gw
angju

Bien-
nale

Foundation.
“
A
xis
D
iplom

acy
in
Com

parison:T
he
Japanese

and
Ital-

ian
Foreign

M
inistry

in
the

１９３０s.”
Segle

X
X
:
re-

vista
catalana

d’història,
ISSN

electrònic:２３３９

―６８０６,
no.７

（２０１４

）.

２２０



イ
タ
リ
ア
語

“
D
ue
interpretazioni

del
fascism

o
in
Italia

e
Giappone:

Renzo
D
e
Felice

e
M
asao

M
aruyam

a.”
Italia

con-
tem
poranea

,num
ero２２３

（giugno２００１

）.
“
Crim

inidiguerra
in
Giappone

e
in
Italia:U

n
approccio

com
parato.”

（
英
文
原
稿
よ
り
伊
語
訳
）T

ra.
da

M
arta

Petriciolie
Paola

Redaelli, Italia
contem

poranea
,nu-

m
ero ２５１

（giugno２００８

）.
“
Studio

politico
com
parativo

sulla
Seconda

Guerra
M
on-

diale
fra
Giappone

e
Italia.”

A
tti
della

Settim
ana

della
lingua

italiana
nel
m
ondo

２０１６

（２０１７

）.

Ⅲ

研
究
集
会
報
告
・
コ
メ
ン
ト

Institute
ofH
istoricalResearch,London

国
際
史
部
会
に
お
い

て
英
文
報
告
、
二
〇
〇
二
年
一
月
二
一
日

“
A
Com

parison
of
Italian

and
Japanese

Foreign
Policies

in
the １９３０s.”

Firenze,
Palazzo

Strozzi,
Sala

Ferri

国
際
会
議M

em
oria

e
Rim
ozione:I

crim
inidiguerra

delGiappone
e
dell’

Italia

に
お
い
て
英
文
基
調
報
告
、
二
〇
〇
七
年
九
月
二
四
日

“
W
ar
Crim

es
in
Japan

and
Italy:T

hree
H
istoricalV

iew
-

points
ofCom

parison.”

Istanbul,Y
ildiz

T
echnicalU

niversity,InternationalSym
-

posium
,“
T
he
M
iddle

East
and

the
A
xis
Pow
ers
in

W
orld

W
ar
II”

に
お
い
て
総
合
コ
メ
ン
ト
（
英
語
）、
二
〇

一
〇
年
二
月
五
日

比
較
政
治
学
会
、
自
由
企
画
６
「
変
動
期
の
政
治
学
」
報
告
、
二
〇

一
〇
年
六
月
二
〇
日

「
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
独
伊
三
国
に
お
け
る
憲
法
制
定
過
程
」

W
assenaar

（H
olland

）,T
he
N
etherlands

Institute
of
A
d-

vanced
Study

in
the
H
um
anities

and
SocialSciences

（N
IA
S

）,２９

―３０
O
ctober

２０１０,“
W
e
the
People”

and
the

Post- １９４５
Constitutional

Founding
in
A
sia:

A
Com

parative
Perspective,organized

by
the
H
arvard-

Y
enching

Institute

に
お
い
て
英
文
報
告
、
二
〇
一
〇
年
一

〇
月
三
〇
日

“
Constitution-M

aking
Com

pared:T
he
Form

ation
of
N
ew

Constitutions
in
Italy,Germ

any
and
Japan.”

T
he
U
niversity

of
W
estern

A
ustralia,Conference

of
the

A
ustralian

A
ssociation

for
European

H
istory, １１

―１４
July

２０１１,

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
研
究
会
大
会

に
お
い
て
英
文
報
告
、
二
〇
一
一
年
七
月
一
四
日

“
From

D
efeat

to
the
Constitutions:Com

parative
Study

石田 憲先生 主要著作目録
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on
the
Form

ation
ofN
ew
Constitutions

in
Italy,Ger-

m
any
and
Japan.”

Goldsm
iths

College,U
niversity

of
London,

民
主
主
義
セ
ミ

ナ
ー
に
お
い
て
英
文
報
告
、
二
〇
一
二
年
三
月
一
二
日

“
W
ar
Crim

es
in
Japan

and
Italy:T

hree
H
istoricalV

iew
-

points
ofCom

parison.”

T
he
２nd

Session
of
Gw
angju

Sym
posium

,Gw
angju,１９

Septem
ber

２０１４,
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

“
Globalization

and
the
Crisis

of
D
em
ocracy”

に
お
い

て
英
文
報
告
、
二
〇
一
四
年
九
月
一
九
日

“
T
he
Conservative

Politics
from

the
H
istorical

Perspec-
tive

ofthe
Japanese

Constitution.”

International
W
inter

School
in
H
istory, １

―７
February

２０１５,U
niversity

ofPavia,

パ
ヴ
ィ
ー
ア
大
学
に
お
い
て
集

中
講
義
、
二
〇
一
五
年
二
月
七
日

“
A
xis
D
iplom

acy
in
Com

parison:T
he
Japanese

and
Ital-

ian
Foreign

M
inistry

in
the １９３０s.”

日
本
政
治
学
会
共
通
論
題
「
憲
法
と
政
治
」
報
告
、
二
〇
一
五
年
一

〇
月
一
〇
日

「
歴
史
と
比
較
に
見
る
憲
法
と
民
主
主
義
」

Italia-Giappone,Influenze
e
Scam

bi:D
alla
Storia

alla
Let-

teratura,dalCibo
alla
M
oda
e
all

’A
rte,

ボ
ロ
ー
ニ
ャ

大
学
に
お
け
る
日
伊
修
好
１
５
０
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

お
い
て
伊
文
報
告
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
四
日

“
Studio

politico
com
parativo

sulla
Seconda

Guerra
M
on-

diale
fra
Giappone

e
Italia.”

Giornata
degli

italianisti,

イ
タ
リ
ア
文
化
会
館
に
お
い
て
伊
文

報
告
（
同
右
の
短
縮
版
）、
二
〇
一
六
年
一
一
月
一
三
日

“
Studio

politico
com
parativo

sulla
Seconda

Guerra
M
on-

diale
fra
Giappone

e
Italia.”

東
京
歴
史
科
学
研
究
会
第
五
一
回
大
会
・
総
会
、
二
〇
一
七
年
四
月

二
三
日
「「
平
和
」
の
内
実
を
問
う
―
「
共
生
」
の
た
め
の
課

題
―
」
大
橋
幸
泰
「
近
世
日
本
の
移
転
的
宗
教
活
動
と
秩
序
意

識
」
安
岡
健
一
「
基
地
と
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
―
高
度
成
長
期
日
本

に
お
け
る
社
会
変
容
と
人
々
の
意
識
」
両
報
告
に
対
す
る
コ
メ

ン
ト
。

“
T
he
A
xis
A
lliance

in
Global

Perspective”,
Colum

bia
European

Institute

とU
niversität

K
onstanz

合
同
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
二
〇
一
七
年
六
月
八
日
に
英
文
報
告

“
T
he
Foreign

Policy
D
ecision-M

aking
in
Com

parison:U
l-

２２２



tranationalistJapan
and
FascistItaly.”

T
he
joint

LSE-U
CPH

IR
sem
inar ２０１８:M

unich
８０
years

in
Copenhagen

on
２５
Septem

ber,２０１８

に
お
い
て
英
文

報
告

“
Far

Eastern
M
unich:W

hy
and

H
ow
the
M
ediation

in
EastA

sia
W
as
notPossible.”

“
Relational

Studies
on
Global

Conflicts:T
ow
ard

a
N
ew

A
pproach

to
Contem

porary
Crises”

at
H
otelZira

in
Belgrade

from
２１

―２２
D
ecem

ber,２０１８

に
お
い
て
英
文
報

告

“
T
he
A
fterm

ath
of
A
uthoritarian

Regim
e:Com

parative
A
nalysis

on
the
Form

ation
ofthe

Japanese
Constitu-

tion.”

第
三
一
回
西
日
本
ド
イ
ツ
現
代
史
学
会
、
二
〇
二
二
年
三
月
二
八
日

「
原
田
昌
博
『
政
治
的
暴
力
の
共
和
国
―
ワ
イ
マ
ル
時
代
に
お

け
る
街
頭
・
酒
場
と
ナ
チ
ズ
ム
―
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

二
〇
二
一
年
）
を
め
ぐ
っ
て
」
コ
メ
ン
ト
二
を
担
当
。

Fascism
,Resistance

and
M
em
ory
in
the２１st

Century,

二

〇
二
三
年
七
月
一
日
、
東
京
外
国
語
大
学
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
グ

リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
公
共
圏
に
お
け
る
歴
史
」（
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
）

の
企
画
で
英
語
基
調
講
演
担
当

“
M
onarchies

Com
pared:Japan

and
Italy.”

ISA
A
sia-Pacific

Conference
T
okyo ２０２３,

二
〇
二
三
年
八
月

八
〜
一
〇
日
、
早
稲
田
大
学
に
お
い
て
八
月
一
〇
日T

hB１３:
T
hursday,GreatPow

ers
and
A
sia-Indo

Pacific

で
英
文

報
告

“
D
efeat

and
D
em
ocratization:Italy

and
Japan

after
the

Second
W
orld

W
ar.”

T
he
A
xis
Reconsidered:Global

Fascism
,M
utual

Repre-
sentations,and

Cultural-Political
Relations,

二
〇
二
三

年
一
〇
月
一
四
〜
一
五
日
、
京
都
産
業
大
学
に
お
い
て
初
日

Panel
I:N
ew
Perspectives

on
the
A
xis
and

Global
Fascism

で
英
文
報
告

“
A
Com

parison
of
Pre-W

ar
M
onarchies

in
Japan

and
It-

aly.”

二
〇
二
五
年
度

歴
史
科
学
研
究
会

総
会
・
大
会
二
〇
二
五
年
五

月
二
五
日
「
時
代
区
分
再
考
」
松
戸
清
裕
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
―
「
も
う
一
つ
の
民
主
主
義
」
に
お
け
る
政
治
と

日
常
―
」
岩
島
史
「
戦
後
日
本
農
村
に
お
け
る
生
活
改
善
の
ポ

リ
テ
ィ
ク
ス
」
両
報
告
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
。
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